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〈 解説〉

鶏舎におけるネズミ対策

鶏病研究会

干305-0856茨城県つくば市観音台1-21-7サンビレッジ川村C-101

キーワード:インフル工ンザ，鶏舎，ネズミ対策，殺鼠剤

は じめに

鶏舎におけるネズミの存在は，各種病原体の伝播のみ

ならず，農家に様々な経済的損失をもたらす極めて重要

な問題である。例えば，採卵鶏農場においては，ネズミ

は鶏の SalmonellaEnteritidis (SE)感染症の重要な感

染源となっており，本菌感染鶏から産出される汚染卵が

人の食中毒に関係していると言われている1)。農家への

弊害としては，鶏飼料の盗食，施設配線ケーブルなどの

醤害，鶏への襲撃などのストレスによる産卵，発育など，

鶏畜産物の生産性の低下が挙げられる。

近年では，平成 22年度のわが国における高病原性烏

インフルエンザの発生に係る疫学調査において，農林水

産省の高病原性烏インフルエンザ疫学調査チームによる

「平成 22年度高病原性鳥インフルエンザの発生に係る疫

学調査の中間取りまとめJでは. iネズミ類については

ほとんど全ての農場で存在が確認されており，ウイルス

を持ち込んだ可能性は否定できなかった。J12)と指摘さ

れており，ネズミが高病原性鳥インフルエンザウイルス

においても媒介動物となる可能性がある。また，同取り

まとめの中で，具体的なネズミ対策についても触れられ

ており. i鶏舎におけるネズミの侵入防止や駆除につい

ては様々な方法があるが，特効的なものはなく完壁な対

策がないのが現状である。しかし対象としたネズミの

種類や鶏舎の構造などを考えて，いろいろな方法を組み

合わせて対策を講じることは，ネズミと鶏が接触する機

会を減らす効果が期待でき，よって感染リスクを抑える

ことができると考えられる。J12)と述べている。これら

の指摘を踏まえ，農林水産省では，家畜防疫員が実施す

20日年7月29日受付

この解説は，鶏病研究会専門委員会で検討されたもの
である。

担当委員・松林誠，有吉理佳子，内田幸治，立川昌子，

巽俊彰，橋本信一郎，伴光，村野多可子，山口剛士

鶏病研報49巻4号. 263~273 (20l3) 

263 

る家禽飼養農場に対する飼養衛生管理基準の遵守状況調

査において，ネズミの駆除対策などについての確認・指

導を実施すること，また，ネズミ駆除に係る講習会を開

催することなどを指導しており，全国レベルでネズミ駆

除対策に取り組み始めたところである。

以上より，ネズミは養鶏農家の経営に重大な影響をも

たらしその対策は非常に重要で、あることは明白ではあ

るが，実際は，成功例を記した文献や情報が十分にある

とは言えず.効果的な駆除実施方法が確立していないの

が実情である。本解説は，高病原性烏インフルエンザや

SEを含めた感染症防除の観点からもネズミ対策に資す

るべく，ネズミの一般的な生態や対策について，種々の

文献や情報誌のみならず，実際にネズミ駆除に従事した

現場の声，および未公開データを収集し，取りまとめた

ものである。

ネズミの種類および生態

ネズミ類は，げっ歯目ネズミ科に属し，圏内では約

18種が生息し，ネズミ亜科とハタネズミ亜科に区分さ

れる。主として養鶏業界で問題となるのは，ネズミ亜科

のドブネズミ，クマネズミ，およびハツカネズミである。

この 3種類のネズミの生態比較を表1に示した。

1965年(昭和必年)以前には， ドブネズミが養鶏施設

で最も多く観察された。しかし ドブネズミは殺鼠剤に対

して感受性が高く，設置された殺鼠剤をよく喫食し，畏に

も掛かりやすいため，減少傾向を示している。近年，養鶏

施設のみならず，ビル街や住宅街など都市部を含め，生息

数が増え，問題となっているのはクマネズミである3.21.23)。

例えば，名古屋市の一般住宅におけるドブネズミ，クマ

ネズミ，ハツカネズミの駆除調査では， ドブネズミ:ク

マネズミ.ハツカネズミの割合は. 1971~74 年ではそ

れぞれ86.9%:12.9%: 0.2%であったが.1992~93 年では，

19.3%・71.6%: 2.8% (その他，積不明 6.4%)となって

おり，クマネズミの占める割合が大幅に増加している4)。
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表l. わが国で見られるネズミ 3種の生態など

和名 ドブネズミ クマネズミ ハツカネズミ

学名 Rattus norvegicus Rattus rattus Mus musculus 

英名 norway rat roof rat house mouse 

頭胴長 200-260mm 146-240mm 60-100mm 

体重 平均 300g 平均 150g 1O-20g 

毛色 背面灰褐，腹面白 背面黒・茶褐，腹面黄 背面褐・黒，腹面白

尾率 0.8 1.1 0.8 

耳 小さい 大きい 大きい

乳頭数 12 10-12 8 

糞の形態 太くて 1-l.5cm 細長くて約 1cm 約 0.5cm

まとまってある バラバラに落ちている 両端が尖っている

養鶏場の生息場所 開放鶏舎に多い。コンクリー ウインドウレス鶏舎に多い。 鶏舎周囲に畑や草地の

トの割れ目，柔らかな土面，

側溝など

性成熟 生後 8-12週

妊娠期間 21日間

妊娠回数 5-6回/年

産子数 約 10匹

寿命 約 2年

一般行動 平面的

性格 貧欲で狩猛

食性 雑食性(植物質を好む)

1日の喫食量 体重の 113-114

殺鼠剤抵抗性 弱い

1.クマネズミの生態の特徴

生息範囲が平面的であるドブネズミに対して，クマネ

ズミは立体的に行動できる高い運動能力がある。電線，

ケーブル，梁などを伝わり移動することが可能で，垂直

な壁やパイプなども登ることができるので，家屋上部や

天井裏などにも生息している。クマネズミは殺鼠剤に対

して感受性は低く. 1日の餌の摂取量も体重の約 1110

と少ない(ドブネズミでは 1日に体重の約 113の餌を食

する)。同ネズミは高い学習能力を持つため，殺鼠剤，

トラップ，および超音波装置などにも警戒し警戒心は

ドブネズミよりも強い。ドブネズミよりも小型であるた

め，小さな穴(直径2cm以上)でも通過できる。 lカ

所に留まらず方々を渡り歩く習性があり，例えば，鶏舎

の壁の小さな破損個所から侵入し鶏舎から鶏舎へと移

動する。 1970年以降， 日本国内にも空調が完備された

ウインドウレス鶏舎が普及したが，多段式のウインドウ

レス鶏舎はクマネズミの立体的な行動に適しており，ま

た寒さに弱いクマネズミにとって格好の生息場所となっ

ている。空調施設の整った高層ビルの発達によるクマネ

ズミの増加は，同様の理由によるものと思われる。ちな

天井，壁の隙聞など ような場所

生後 12-16週 生後 8-12週

21日間 17-20日間

5-6回/年 6-10回/年

約 6匹 約 4-7匹

約 2年 約l.5年

立体的 潜行的

用心深く慎重 用心深く臆病

雑食性(動物質を好む) 雑食性(植物質を好む)

体重の 1/10 体重の 1/5

強い やや強い

みに，ハツカネズミは体が小さいため，より小さな穴か

らも侵入可能であるが，行動範囲は限られている。また，

警戒心は余り強くないため，殺鼠剤を比較的よく食べ，

トラップなどにもかかりやすい。

これらの背景から，以下，本解説では近年問題となっ

ているクマネズミを中心に述べる。

ネズミ防除対策と問題点

防除に入る前にまず事前調査として，生息実態(生息

種，生息数，鶏舎内の生息場所あるいは営巣場所).被

害実態(被害場所のみならず農場全域).および鶏舎環

境の調査(鶏舎内建造物の破損や侵入経路の推定などの

調査)が必要である。鶏舎内のネズミ生息数の把握は難

しいが，いくつかの文献で目視の状況による鶏舎内のネ

ズミの推定生息数が示されている10.20.22)。また，ネズミ

駆除業者などに依頼して暗視カメラを設置すると，生息

種のみならず，鶏舎への侵入口やネズミの行動範囲が特

定できる。

ネズミの防除対策については，現在，様々な方法が考

案されているが，大きくは. 1)環境的. 2)化学的. 3) 
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物理的および4)生物的防除方法の 4つに分かれる出。

しかしそれぞれ単独で、の実施の効果は限定的であり，

組み合わせて対応する こと により，より大きな効果が期

待できる。特にク マネズミについては，上述した 3種類

のネズミの中で最も警戒心が強くかっ学習能力が高いた

め.組み合わせての実施対応が一層必要である。以下，

それぞれの方法について詳しく述べる。

1.環境的防除方法

環境的|坊除方法とは，ネズミの生息条件となる餌，営

巣場所，逃避難場所を撤去するなど.周辺環境を改善す

ることによりネズミにとっての生息環境を悪化させ，生

息密度を低減させる方法である。また，同時に新たなネ

ズミの侵入を防ぐ対策も必要となる。鶏舎などは比較的

|暖かく。餌や水が豊富で，容易に巣材となる羽毛やビニー

ル類などが入手でき (写真 1)，繁殖する場所と しては

条件が常時揃っているのも事実である。これら環境因子

を舎内から完全に除去することは不可能だが，環境整備

によりネズミ防除に一定の成果が期待できる。以下に具

体例を示す。

1)餌の排除

鶏飼料の管理を徹底する。こぼれた飼料の清掃，飼料

管理場所へのネズミの侵入経路の遮断などを行う 。

2)営巣場所の撤去

ネズミの巣になりそうな場所の改善を行う 。つまり，

天井裏や壁の隙間，さらに資材置き場や飼料置き場の陥

など，鶏舎内で死角となる場所は営巣場所となるため点

検を強化し，必要に応じて鶏舎内の構造を改良する。同

じ場所に長期間資材や機材などを世くと営巣場所となり

易い。常に整理整頓を心がけ，巣材となりそうなものは

掃除により除去し管理を徹底する。

ネズミの妊娠期間は約 21日であり，出産後は約 20日

で子ネズミは離乳するため 最大でも 20日以内にネズ

ミが営巣 しそうな場所を掃除すればネズミはその場所で

子供を育てることができなくなる。これらの整理整頓や

掃除は，経費のかからない最も効果的なネズミ対策とな

る。

3)侵入防止

ドブネズミやクマネズミは 2-3cm以上，ハツカネズ

ミは 1.5-2cm以上の隙間があれば通り抜ける。具体的

には.シャ ッタ ーやドアまわりの隙間，電気ケープル，

ガス管，水道管などの引き込み口の隙間，コンベアの入

り口や資材搬入口 (資材搬入とともに侵入することがあ

る)。そして換気扇などからの侵入経路に注意する。小

さい穴には忌避剤を含んだパテや防鼠ビニルテープが有

効で(写真 2)，比較的大きな侵入口や隙聞などは防鼠
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写真 l 羽毛などを利用した糞ベル ト下のネズミの巣。

写真 2. ネズミ侵入防止のため。パテで配管の隙聞を

塞ぐ。忌避剤を練り こんだパテも有効である

(下)。

ブラシなどが販売されている。近年は，ネズミ侵入防止

対策として，シャッタ ー機能付きのパーコ ンベアが販売

されている。
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「平成 22年度高病原性鳥インフルエンザの発生に係る には，侵入防止のためネズミ返しを設置する方法もとら

疫学調査の中間取りまとめ」では，ネズミのジャンプ力 れている。鶏舎構造の対策として，高床式によりネズミ

などを考慮し鶏舎周囲を高さ 1.2mでかつモース硬度 の侵入を防ぐことや.ネズミが登りやすい鉄柱や出っ張

3以上 (例えば，鉄や銅のモース硬度は 3以上である) りなどの設備は鶏舎外側に設置し，内部の壁を平坦にす

でネズミの手足が引っかからないような表面が滑らかな ることでネズミが生息しにくい環境となる (写真 4)。

材質のもので覆うことを薦めている 12)。また，その他の 2固化学的防除方法

侵入防止策としては，金網ネットを鶏舎棟の内側に貼り 化学的防除方法とは，薬剤を散布，配置または塗布す

付け (写真 3). ネズミが鶏舎内へ侵入したり，飼料に ることによりネズミを致死，忌避あるいは誘引する方法

近づくことを防止することも可能で、ある。この場合。ク である。殺鼠剤は喫食によりネズミを致死させるもので

マネズミや ドブネズミではネットの穴径は約 1.5cm. ハ あり，通常は餌を混ぜた毒餌にして設置される (既に餌

ツカネズミ対応となると O.5cm以下とされている7)。た が混入されて市販されているものもある)。殺鼠剤は，

だしこの網も怒られることとなるので. 一定の強度の 使い方を誤れば鶏をはじめ他の動物に対しでも中毒を起

ものを使用しないと効果は一時的となる。 こす危険性がある。さらに中毒死したネズミを捕食する

鶏舎周辺での侵入防止策としては，ネズミは習性によ ことにより天敵動物が二次中毒を起こす可能性もあるた

り広い空間を横切ることが希であるため，鶏舎周辺の雑 め，使用には十分な注意を要する。一方で、，忌避剤は直

草を除去したり ，地面をコンクリートで舗装する。また， 接的な駆除効果はなく，設備品などに対してネズミのm
鶏舎から 1mの帽で砂利を敷き詰めることも鶏舎への忌 害を防止するためのものである。また，誘引剤は物理的

遊効果があるとされる。鶏舎外の配管やコンベアベルト 封|除法と組み合わせて使用される (後述)。

1) 殺鼠剤

a. 分類

殺鼠剤は，主に動物の衛生のために使用する「動物用

医薬部外品J.主に人の衛生のために使用する 「防除用

医薬部外品」ならびに農作物の保護のために使用する「農

薬」の3種に分類される。例えば，養鶏場で使用される

殺鼠剤は，鶏舎や飼料倉庫では動物用医薬部外品が，事

務所や GPセンタ ーでは防除用医薬部外品が使用され

る。た だ し 敷地内の鶏舎に侵入するネズミ駆除を目的

とした場合，鶏舎や飼料倉庫以外でも動物用医薬部外品

の使用が可能である。

b. 殺鼠剤とその特徴

殺鼠剤 (動物用医薬部外品)として現在. 3種類 5

製剤が販売され，使用されている (表 2)。一度の摂取

で駆除する急性毒剤と複数回の摂取に分けて駆除する慢

性毒 (累積毒)剤とに大別される。後者の慢性毒剤は，

継続的に摂取させる必要があるが，喫食したネズミは数

日後に死亡するため警戒反応を起こす確率が低い。また

他の動物が連続して誤食する可能性が低く，また急性毒

剤lよりも人獣に比較的安全であるなどの理由により広く

利用されている。しかし慢性毒剤lは継続的な摂取が必

要であるため，摂取の中止による致死回避現象がしばし

ば認められる。以下に，現在販売されている薬剤を紹介

する。

a) リン化亜鉛製剤 (製剤 A)

写真 3 鶏舎棟隙間 (上)とクーリングパッドの内側 急性毒殺鼠剤に属し.1回の摂取で高い致死効果が得

(下)から貼り付けた金網ネッ ト。 られる。作用機序は，胃液中の塩酸と反応して生じるホ
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写真 4.ネズミの侵入を防ぐため鶏舎が高床式となっている(上段2枚)。

ネズミが上りやすい鉄筋ーなどは外側に設置し内部の壁は平坦

でネズミが登りにくい構造となっている (下段 2枚)。

第 49巻 2013 年

スフィンガス (リン化水素)が神経毒として作用する。 に出てくるといわれ，最終的には腹腔内の出血で死亡す

問題点としては，ネズミが警戒し初回で微量しかl契食 る。この製剤lは粉末であるため。ネズミの毛づくろいを

しなかった場合には中毒量に到達せず，生残してしまう する習性から，体表に付着したものを紙めることにより

ことである。生残したネズミはその時の不快感から，そ さらに多くの薬剤の摂取が期待できる。

の後この殺鼠剤を回避し，連用しでも駆除効果があがら 問題点としては，駆除効果が緩慢で、あることから使用

ない。この対策としては殺鼠剤から有効成分のみを除い 期間が長くなりがちになること，また同じ薬剤を長く続

た専用無毒餌 (プラセボ)を事前に配置して慣らしてお けることになるため，ネズミに薬剤抵抗性を発現させる

くと， 本剤の摂取効果がより高まる81。 可能性が高くなる。わが国では， 1978-1979年に永沼

b)ワルファリン製剤 (製剤 B) ら61により新宿で捕獲されたクマネズミに本剤への抵抗

慢性毒であるクマリン系殺鼠剤 (抗凝血性殺鼠剤)に 性が報告され，その後も家畜環境などで捕獲された同ネ

属し摂取3日目くらいまではネズミに外見上特段の変 ズミでさらに強い抵抗性が認められている 14.16. 17)。これ

化は見られないが，4-5日間摂取した場合に動作が鈍 ら薬剤lに対し抵抗性を有するネズミを総称してスーパー

くなり死亡する。本殺鼠剤の作用機序は，血液凝固作用 ラットと呼んでいる 2.18)。

をもっピタミン Kを阻害することによる。摂取したネ c)プロマジオロン製剤 (製剤 C，D， E) 

ズミは，網膜の出血で視力が低下するため明るいところ 本製剤は，前述の第 l世代となるワルファリン製剤の次
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表 2. 殺鼠剤(動物用医薬部外品)一覧

系統 急性毒 慢性(累積)毒

製剤 A B C D E 

剤形 粉末 粉末
粒状 粒状

粉末
(米粒大) (4.5mm角)

有効成分・ リン化亜鉛 (1%) ワルファリン (1%) ブロマジオロン (0.005%)

合有率 (クマリン系) (第2世代クマリン系)

効能・効果 畜・鶏舎内およびその 殺鼠(家畜，家禽舎および 畜・鶏舎内および周辺のネズミの駆

周辺のネズミの駆除 飼料倉庫に生息するネズミ) 除

用法・用量 畜・鶏舎内およびその 本品を 10倍量の小麦・ト 畜・鶏舎内およびその周辺のネズミ

周辺のネズミの出入 ウモロコシなどの穀粉およ の出入りする物陰などに， トレイな

りする場所の物陰など び穀類あるいは角切りサツ どにのせ約1O~30 gを置く。クマネ

に，本品をトレイなど マイモ，ソーセージ，油揚 ズミなら植物性油脂や種子などと混

にのせ約1O~30g を げなどのネズミの晴好物あ ぜて使用する。喫食により無くなっ

配置すること。喫食に るいは畜鶏舎で使用してい たら補給し，喫食しなくなるまで続

より無くなったら補給 る飼料によくふりかけて混 ける。

し喫食しなくなるま 合したものをネズミの通路

で繰り返し行う。 や鼠穴に l カ所 30~50g を

配置する。

世代の製剤jであり，第2世代クマリン系殺鼠剤に属する。

作用機序はワルファリン製剤と同様であるが. 4~5 日

間の摂取が必要であるワルファリン製剤よりも効果発現時

聞が短く. 1~2 回の喫食でネズミは死に至る。摂取 2~3

日後から死亡するので，ネズミに警戒心を与えず，さら

にワルファリン抵抗性ネズミにも効果があるとされる。

本製剤は，人や動物の誤食を防ぐためにトウガラシ粉末

などを配合し赤色の着色が施されており，弗H診も粉末，

または米粒を基材とした穀物種子タイプのものなどが市

販されている。

C. 殺鼠剤の使用上の注意

上述した製剤(動物用医薬部外品)には，使用上の注

意として. r設置後は放置せず，数日経過後も喫食が認

められない場合は別の場所に移動すること。J(クマリン

系製剤). r使用ならびに保存には十分に注意し，万一誤

食した場合には，吐き出させ直ちに医師(人の場合)又

は獣医師(動物の場合)の診察を受けること。J.r作業

時は，直接手に触れないようにゴム手袋などを用いて取

り扱い，吸い込まないように注意すること。作業後およ

び直接身体に付着したときは，石けんと水でよく洗うこ

と。J.r酸類に触れると有害なリン化水素を発生するの

で，酸類には絶対に近づけないこと。J(リン化亜鉛製剤)• 

そして解毒剤として. rビタミン KJ(クマリン系製剤)

などが記載されている。

d.毒餌の設置について

a)時期

ネズミは他の食べ物が近くにあると毒餌をなかなか喫

食しないため，必ず餌となる物を整理し片づけることが

必要で・ある。鶏のオールアウト時に，鶏舎清掃と同時に

一斉駆除を行うことも効果的である。ネズミは空腹に弱

いため，飼料と水を求めてすぐさま近隣の農家に移動す

る。その時に，殺鼠剤を大量に設置すると，より摂取率

が上がる。また，オールアウト予定日から殺鼠剤抜きの

餌で慣らしておくと，さらに効果的である。

b)実施範囲

輸送コンベアなどでつながっている棟や鶏舎は全て同

時に実施する。 1カ所でも駆除をしない棟があると，未

実施棟からネズミが移動し，駆除実施後には元の状態に

戻る。隣接していれば，事務所や GPセンターなど農場

全体で実施する。可能であれば，地域一斉に駆除を実施

するのが望ましい。

c)毒餌の作成方法

ネズミが市販の殺鼠剤をそのまま食べてくれるとは限

らず，殺鼠剤をネズミが摂取しない主たる理由は，ネズ

ミの晴好と毒餌の不適合が挙げられる。ネズミの晴好性

は，基本的には群によって異なると言われており，同じ

農場でも鶏舎によって違う可能性がある。そのため，ま

ずは晴好性を確認することが重要となる。この略好性は，
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• 

写真 5， 毒餌作りの一例。落花生に穴を開け，毒液を

注入する。

大きく分けると I甘い.2脂っこい。 3穀類・種子系，

の 3極に分けられる。斎藤13)によると，比較的これら

を満たすものとしては，サツマイモ， ヒマワリの種，油

揚げ.天かす，チヨコレー ト。ラーメンくずなどが挙げ

られている。また，三jE糖，食用i自の添加を好む傾向が

あるため.例えば，食品のにおいがついている食用廃油

を基剤とし落花生の殻の中に毒餌を注入する(写真 5)

などの工夫も有効である。実際の手111買としては， まずは

殺鼠剤を入れずにこれらをラットサインのある場所に約

5日開設置しその畜舎でのl鳴好性を調べる。この|時に，

?!!f，毒餌のl契食量を事前に調べておき。|坊除作業後の効果

判定のl時に利用する。

ネズミは味覚が非常に敏感であるため，まずは殺鼠剤

の割合を 20-30%から始め，様子を観察する。 よく喫

食するようであれば，徐キに殺鼠剤の割合を増やす。一

度おかしいと感じた食べ物は 2度と食べない場合が多

く，殺鼠効果を急ぐあまり，殺鼠剤浪人の割合を急に上

げると逆効果となる。ただし，毒餌の加工には人の臭い

を付着させないため，手袋を着用する必要がある。上述

しているとおり，ネズミは者戒心が強いため，同じ毒餌

を使用することにより不信感から寄り付かなくなる，ま

たはl喫食量が低下する場合がある。この場合には，混入

させる餌をl啓好性の比較的高いもので変更し定期・不

定期に関わらず，適宜， ローテー ションをする剖}。

d)毒餌の設置方法

設鐙は家畜の飼料に混入しやすい場所や家畜が誤って

食べる危険性のない場所に設置する。やむなく屋外に設

i宣する場合は。ベイ トボックスやベイトステーションを

利用したり .覆いをするなどの雨対策をする必要がある。

近年.ベイトボックスはいくつかのメ ーカーから市販さ

れている。毒餌の設置時には，必ず配置場所と設置用量

第 49巻 2013 年

を記録し保管する。防除作業後は，殺鼠剤は確実に回

収する。設置ポイントは.いわゆるラットサイン，つま

り怒り跡，奨や尿の跡， 足跡，そして柱 ・皇室 ・筋交など

ホコリがたまらず光っているところ(体の擦り跡でラブ

サインと呼ばれる)である。ーカ所に大量に設置するよ

り，少量ずつ配置し 1契食ポイントが分かれば毒餌をさ

らに多く配置する。食べ始めればその毒餌の消費がなく

なるまで配置し続け，新しい殺鼠剤を追加する。具体的

には. 1カ所に約 100g， 1.000 m2当たり 50-100カ所が

目安とされている印。 設置後は，設置場所と混ぜた餌が

適当か判断するため 1契食の様子を観察する。設置後，

最低 1週間は放置し (すぐに食べなくても 1週間を目途

とするにネズミによる喫食が認められない場合，廃棄

して新しい場所に設置するか，混ぜる餌を変更する。な

お.さらに詳細な設置方法は中村と江口111が解説をし

ているので参照されたい。

巴 誤食鶏1枠への対応、

万が一，潟による殺鼠剤の誤食が確認されたら，獣医

師の診察を受ける こととされている。また.同時に，最

大どのくらい摂取されたかを把握し製造販売元に連絡

し毒性や予想される症状，また鶏肉や卵生産物の安全

性確保のために薬剤残留や体内動態などの情報収集も必

要である。最終的に.有害症状の観察，淘i太鶏の剖検を

実施 (依頼)する ことなどにより総合的に判断すること

となる。

2) 忌避淘j

ネズミは上下 l対の前歯の伸びを抑えるため 硬いも

のをかじる性質がある。鶏舎では電気配線.施設，パイ

プなどをWiIり，漏電などの被害をもたらす(写真 6)。

特にウインドウレス鶏舎でこのような被害が生じる傾向

がある。忌避斉IJの使用方法は，本弗lを鶏舎内の配線コー

ドやパイプなとに塗布し.留害を防止する。忌避剤とし

てはシクロヘキシミド (Cycloheximide)があり ，これ

は抗生物質の一種でネズミの味覚に電撃的な刺激を与会え

るとされている。その他にも数種類の忌避剤が市販され

ているが，その効果は安定せず，シクロヘキシミドほど

の効果は示さない。最近では。同様の効果が期待できる

ものとして.針先のついた忌遊具を配管などに巻きつけ

る形の器具が販売されている。

3)誘引剤

誘引剤は忌避剤と全く逆の誘引効巣を示す薬剤lで，捕

獲器への誘引，または殺鼠剤散布場所への誘引を目的と

して使用される。 しかし本剤の使用による満足な効果

を述べた文献は見当たらない。
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写真 6.ネズミが怒ったと思われる鶏舎屋根裏の配線

(上)と送風ダク ト (下)。

と同様に誘引餌の警戒心から，クマネズミ，ハツカネズ

ミに対しては捕獲成績が悪い。ネズミに慣れさせるため，

はじめの数日間は入り口のふたが落ちないようにしてお

くような工夫が必要である。しかし特にネズミを生き

た状態で捕獲する必要がある場合を除いて.防除器具と

して使用されることはほとんどない5)。

3)粘着式捕獲器

強い粘着性を有する物質を塗布したシートを配置する

ことによか通過する個体を捕獲する。前述した捕獲器

2種と異なる点は，誘引餌を用いず，ネズミが通過する

通路上に設置するだけである。これは，ネズミの視力が

かなり劣っており .特に水平面の視覚判断を苦手とする

ことを利用している。ただし留意点として， この捕獲

器は誘引効果がないため，少数配置では十分な効果をあ

げることは難しい。よって できる限り多数のシート を

配置することが望ましい。例えば，クマネズミはジャン

プして粘着シート を避けるので，シート 問の|裁聞を少な

くし，敷き詰める方法が理想的である。また市販の粘

着マットシート の代わりとして，牛乳パックなどに市販

のとりもちを塗る方法では，比較的安価であり，また仕

掛ける場所に応じて形状加工が可能であるなどの利点が

ある(写真 7，8，9)。ただし粘着式の捕獲方法は，鶏

舎のようなホコリ や塵の多い環境では，すぐシート の粘

性が低下し捕獲能力が失われるので，長期の効果は期待

できず，補助的な駆除法と考える。

4) 忌避逃亡を目的とする器材

超音波や電磁波を利用した忌避効果のある器材が市販

3.物理的防除方法 されている。これらの器材はいわゆる「超音波防鼠器」

物理的防除方法とは，総具，器材を使用することによ と称され，人には聞き取りにくい 20KHz以上の波長の

り.ネズミを捕獲，捕殺，あるいは忌避させる方法である。 超音波を発生させ，ネズミに不快感を与えるものである。

1)圧殺式捕獲器 本機はあくまで忌避効果を期待したものであり，ネズ

器具に接触した個体を上下から捕獲し圧殺するもの ミの生息数を減らすなどの防除を目的とするものではな

で. ["はじきわな(パチンコ)Jと称する場合もある。木 い。また，同一個体に対して連用すれば，慣れが生じて

製とプラスチック板式のものが市販されているが，捕獲 急速に効果を失う 。最近では，慣れを防ぐ目的で波長を

器へと誘引する餌への瞥戒心から， ドブネズミには適す 変化させる可変式の機能を有する機種も見られる。しか

るが守クマネズミ，ハツカネズミに対しては捕獲成績が し本器材は， 屋外から侵入する不特定の個体に対して

悪いヘ よって，わな周辺に餌を撒きネズミに慣れさせ のみ有効であり，屋内に生息する個体には効果は期待で

てから。捕獲用のパネをセットすると効果が現れる。ネ きない5)。また，これらの超音波や電磁波が鶏や飼育者

ズミ を捕獲するパネは強力なので絶対に子供などが触れ に与える影響も明らかでなく，使用には注意を要す。梅

ないよう，取り扱いには注意が必要である。 木初}は，これらの器材と捕獲器などを利用し，忌避エ

2)生け捕り式捕獲器 リアと捕獲エリアに分け，殺鼠剤を使用しないノンケミ

国内で市販されている捕獲器は金網の篭型捕獲器で， カルでの防鼠実施例を紹介しているが，やはり総合的な

ネズミの侵入路が 1カ所のみのものと，上方と側方の 2 取り組みの必要性にも言及している。

カ所あるものと 2種類がある。この他に，米国よりアル 4.生物的防除法

ミニウム製の金属箱式捕獲器が輸入販売されている。1) ネズミの天敵を利用する方法である。ネズミを捕食す
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写真 7 ネズミ粘着マットシート作成の様子。牛乳パツ

クを切り開き，とりもちを塗布している。

写真 8 飼料パイプ上に仕掛けた トンネル状の捕獲器。

ペットボトルの上下を切り取り，内部に粘着

マットシート を設置している。

第 49巻 2013 年

る動物は多く，ネコ，イタチ， タヌキ，キツネなどの11南

乳類，フクロウ， タカ，ワシなどの鳥類，ヘピなどの艇

虫類など多種にわたる。 しかし現実的にはこのような

生物を利用することは，捕食動物をベクターとする感染

症など，新たに生じる防疫上の問題を考えると推奨はで

きない22)。

おわりに

これまでに述べたネズミ防除対策について，ポイント

のまとめを図 lに示す。実際に駆除を実施する場合には，

長期的な対応を強いられ，根気のいる作業となる。近年

は，防鼠対策にも PDCAサイクルの導入が勧められて

いる。つまり ，Plan;事前調査(前述参照)と防鼠方法

の選定などの作業計画， Do;作業の実施(環境的，化学的，

物理的防除方法など)， Check;効果判定， Act;問題点

の改善，の 4工程を継続的に運用していくことである。

さらに，実際の防鼠作業に。 IPM(総合的有害生物管理;

Integrated Pest Management)の手法を取り入れること

が推奨されている 13.1910 IPMとは.環境の改善，物理的

な防除，そして化学的な防除といった手法を組み合わせ

て総合的に防除を行うことである。どれか 1つでも欠け

たり，または偏ったりすると短期的には成果があっても

長期的には失敗する確率が高くなる。例えば，長岡81は

急性毒殺鼠剤と慢性毒殺鼠剤を組みわせた駆除フ。ログラ

ム，すなわち，最初に急性毒殺鼠剤により過半数(期待

としては 90%) のネズミを駆除し次に 1週間後に生

残したネズミを対象に，慢性毒殺鼠剤に切り替えて駆除

することを提案している。その問，慢性毒により弱り，

警戒心が簿くなったネズミについて粘着シートを用いて

捕獲する。同時に環境的防除を並行して行うことが重要

であるとしている。

近年，普及したウインドウレス鶏舎は，気密性が高く，

野生動物が容易に入り込めない構造となっている。 しか

し長岡 91はウインドウレス鶏舎でも数年経つと鶏舎

内にネズミが入り込んでいる状況を述べている。またウ

インドウレス鶏舎は，壁が二重構造になっている ことが

多く，この墜の隙聞に営巣されやすいためネズミ対策が

より困難とさている 11)。橋本らは， 2007-2012年の問，

ウインドウレス鶏舎保有のブロイラー農家 18戸で調査

を行った (私信)。その結果，ネズミが全く捕獲されなかっ

た農家はわずか 4戸であり，捕獲数に季節性の傾向がな

いことが分かつた。その時のネズミの捕獲数は計 184匹

で，干重別はハツカネズミカτ137匹 (74.4%)， ドブネズ

写真 9 粘着マットシートで捕獲されたクマネズミ 。 ミが 29匹 (15.8%にクマネズミが 16匹 (8.7%)，アカ

殺鼠剤の効果と思われる吐血が見られる。 ネズミが 1匹 (0.5%)，種不明が l匹 (0.5%)であった。
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|殺鼠剤が効かない| ー |ネズミの死骸が確認できな川一 |巣穴や憾で死亡山る |ー |糊シートやトラップ
l |の併用をIitみる

↓~ 
i配置した殺鼠剤を食べない I Iネズミの生息数が減っていない

|配置場所の誤り |

「
|ネズミ種の誤認識|

鶏病研究会報

|毒餌に慣れていない|

J
 
J
 

一
誤

一

1+一
却
一
|
+

j
 

一
置

一

一
配
一 晴好性の高い食品を混ぜる

{場合により稽好伎の高い
簡を再検討する}

-ラットサインの近辺に訟〈
，者畢鈎作成時、および設震時に人の
臭いをつけない
・できるだけ物陰に設置.場合により
ベイトステーションを使用する.

クマネズミ立体的(3次元)にN:ft:
天弁護‘家、!.t否などの隊問

ドブネズミ:平葡的(2次元)にIll:霊
床下、排水却ーなど

毒餌の設置量が少ない。
ネズミの数が多く、量が不足している。
(または、致死量に達していない)

|毒鎮の役極量1股置個所}を婚やす |

複数種のネズミが生息。
晴好の異なるネズミが混在して生息。

生存するネズミの活動場所に重点を霊〈。
複数種の毒飼を股復する。

|制IJ耐性を有する。|

↓ 
|薬剤の変更‘または駆除法の再後討| lグト色:対策例 l]

図 1 殺鼠剤によるネズミ対策のポイン ト (略図)

ハツカネズミの場合には比較 的捕獲が容易であり，駆除

効果を算出する計算式も紹介されている211。本調査結果

でも， 一度に多数のハツカネズミが捕獲された例があり .

警戒心はそれほど強くないものと考えられた。 しかし

ドブネズミ ，クマネズミの捕獲の頻度は相対的に少なく ，

理由として， クマネズミの警戒心から粘着 トラップによ

る捕捉では十分な効果が得られなかったと考察された。

開放鶏舎とウインドウレス鶏舎でのネズミの侵入の差に

ついては，今後，調査を行う必要はあるが，鶏舎建設企

業への聞き取りでは鶏舎構造のみでネズミ対策を行う

ことは今のところ不可能とされている。以上から，ネズ

ミ対策は，個々の防除方法にコツはあるものの，農家そ

れぞれの鶏舎構造，生息するネズミの晴好性などを考慮

し総合的に実施する必 要がある。
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Control of Rodents in Poultry Houses 

The J apanese Society on Poultry Diseases 

C-10l Sun Villege Kawamura. 1-21-7 Kannondai. Tsukuba. Ibaraki 305-0856 

Summary 

So far. rats and mice have been recognized as a significant sources of important infectious agents 

such as Salmonella Enteritidis in poultry houses. and thus have a huge impact in management of 

poultry industries. Additionally. from the view point of avian infiuenza protection. an importance 

for controlling rats and mice has recently been emphasized by Ministry of Agriculture. Forestry 

and Fisheries. In this review. in addition to essential biological nature of rats and mice. chemical 

rodenticides. and environmental and physical approaches for prevention of rodents have been 

summarized. Also. some effective examples those are b巴ingcurrently practiced in farms have been 

introduced. 

(]. ]pn. Soc. Poult. Dis.. 49. 263-273. 2013) 

Key words : control of rodents. infiuenza. poultry house. rodenticide 
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